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充実した夏休みにしよう
校長 眞々田 透

まもなく夏休みが始まります。生徒のみなさんには、今までを振り返って何をがんばれた

か、何が良かったのか悪かったのかをきちんと反省し計画を立てて欲しいと思います。また、

３月１１日の東日本大震災以来、自分は何が出来るか、いろいろと考えて募金行動など行動

してくれました。７月１日からは夏の電力危機を避けるため、電力制限も始まり、東京都教

育委員会でも、７月から９月までの３ヶ月「“がんばろう日本”節電アクション月間を実施

しています。私自身も不自由なく生活できていることが、当たり前のように過ごしていまし

たが、日常の生活を見直す大事な機会になるかと思います。ぜひ学校でも家庭でも電気を無

駄に使用しないなど、一緒になって何が出来るか、何をしなければいけないか考えて、夏休

みを迎えたいものです。

さて、最終日には学年で多少違いますが、重要な資料として中間報告が渡されます。学習

面では観点別評価によって、どの点が良く、どの点が不十分だったのか、今後の目標を立て

る基準になります。また、生活面でも学習態度や提出物など自己評価が参考になります。基

本的な生活習慣は学力を下支えしていますので、生活のリズムを崩すことがないよう、生活

習慣を意識し、暑さに負けず夏休みを頑張り、自らを鍛えてほしいと思います。

各学年の学習補充教室や一年生では水泳指導が実施されます。また、部活動では、それぞ

れの部で、練習の日程が組まれています。様々な活動を上手に活用して欲しいと思います。

三年生は、進路の目標に向かって勉強する毎日となるでしょうが、三者面談で、担任の先

生と十分相談したことを今後に生かし、一・二年生の総復習などをコツコツ積み重ね、全力

で取り組んで欲しいです。一・二年生にとっては、頭だけでなく体を鍛える良いチャンスで

す。部活動等で体調に気を配りながら、熱中症に気をつけて、十分鍛えてください。 家庭

では家族の一員として家の手伝いなどを進んでやり、心の面で鍛えるとともに、日頃心配に

なっていることや気になっていることなど親子でじっくり話し合う機会をもってほしいと思

います。

最後になりますが、４月から大きな事故もなく、子供たちが元気に学校生活を送れたこと

を保護者の皆様、地域の皆様に感謝申し上げます。保護者の皆様にはお子様方の成長の様子

を見守り、心配なことがありましたら、遠慮なく担任の先生をはじめ教職員にご相談くださ

い。十分に連携をとることで、良い方策を生み、信頼関係が生まれてくるものと思います。

夏休み中でも、心配な情報や地域・家庭での気になる行動等ありましたら担任にご連絡いた

だければ、と思っております。夏休みを安全に有意義に過ごし、８月２５日（水）に元気な

顔で生徒のみなさんと会いたいと思います。

教育目標
・よく考える人になろう

進んで行動する人になろう

責任感の強い人になろう

・豊かな心をもった人になろう



陸上競技部 第 62 回東京都中学校地域別陸上大会男子区部西部３年 100ｍ第８位

(６月１９日)

ソフトテニス部 第 49 回東京都中学校ソフトテニス選手権大会団体戦の部へ練馬地区

代表として選出されました。(６月２５日)

野球部 第 47 回練馬区中学校生徒総合体育大会野球の部 第３位(７月２日)

剣道部 東京都中学校剣道選手権大会男子団体戦・個人戦出場(７月３日)

熱中症に注意して、目標をもって夏休みを過ごしましょう

東京都教育委員会では、今夏に予測される電力不足への対応として、都内公立学校の児童

・生徒に「節電の必要性への理解」を深め、「節電への意識や意欲」を高め、「節電のため

の具体的な行動」を実践するために、『 がががんんんばばばろろろううう日日日本本本”””節節節電電電アアアクククシシショョョンンン月月月間間間』を設定し

ました。その活動の一つとして、生徒にはチェックシートを配布し、７月から９月の３ヶ月

間、節電に向けた行動の計画を立てたり、取り組んだ行動を振り返って記入することになっ

ています。

今回は２年生を対象に、９月のチェックが終了した時点でチェックシートを回収し、取り

組み状況の調査があります。ぜひご家庭でもご協力をお願いいたします。

夏休みが明ける８月２５日午後２時３５分より大型地震を想定した防災訓練を行いま

す。内容は地震による火災発生を想定し、校庭への避難訓練と地域別下校訓練です。地域

別は全校生徒６５３名を２５班に編制し、教員が引率して下校訓練を行います。当日の３

時から４時の間は、大勢の生徒が集団で下校します。近隣の皆様には通行にご迷惑をおか

けするかもしれません。何卒ご理解のうえ、ご協力いただきますようお願いいたします。

(原文を転記します)

お 礼 状

練馬区立大泉第二中学校生徒会様

この度はあしなが学生募金にご協力いただき、誠にありがとうございます。みなさまから

頂きましたご浄財は全額を「あしなが育英会」に寄付し、東日本大震災・津波により親を失

ったり、親が重度の傷害を負い働けなくなった家庭の子どもの特別一時金(給付)および特例

奨学金と、心のケア活動資金として大切に使わせていただきます。みなさまの温かいご支援

により、毎年６０００人以上の遺児が奨学金の貸与を受け、進学の夢をかなえております。

心より感謝申し上げます。

あしなが学生募金事務局は、１９９５年の阪神・淡路大震災で親を失った子どもたちの支

援にも即座に立ち上がりました。彼らは今立派に成長し、今回の東日本大震災・津波遺児支

援に全力を注いでおります。私たちは阪神・淡路大地震遺児救済１６年の経験から、子ども

たちの未来のためには教育支援と心のケアも非常に重要と考えます。

すべての遺児が、未来に希望をもって生きることができる社会の実現を目指し、私たちは

これからも一歩一歩前へ進んでいきます。

今後とも、みなさまの一層のご理解とご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

あしなが学生募金事務局 事務局長 海野 佑介


